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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 20.6 ha

平成 30 年度　～ 令和 4 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 平成26年度 令和3年度

人/日 平成27年度 令和3年度

人/日 平成27年度 令和3年度朝420 夕 300水巻駅南口利用歩行者数 ピーク時歩行者数（朝6～9時、夕17～20時）
水巻駅南口周辺の安全性を高め、徒歩による利用者が増えることが、交通拠点
としての機能の充実の指針となる。 朝 390 夕 267　

4,468

路線バスの利用者数 水巻南部循環線の乗降者数（北九州市交通局調べ）
南部循環線の利用者の増加により、頃末南地域を含めた、水巻町南部地域の住
民移動の安全性を高め地域の活性化を促進する 61 82

ＪＲ水巻駅の利用者数 ＪＲ水巻駅の乗降車数（ＪＲ調査）
ＪＲ水巻駅の乗降者数の増加により、交流人口が拡大され地域の活性化が促進
される 4,384

・南側に通じる道は両側１車線の道路であるが、歩道が狭く往来する車両と自転車及び歩行者が危険な通行を強いられている。
・健康増進施設が開業されると施設利用者による通行増加が予想される。
・東側に通じる道路は、隣接する八幡西区の高校に通う歩行者が多く、朝夕の通学時には、通行車両と、送迎で一旦停車する車、及び歩行者で混雑する。
・水巻駅南口では、近年私設の駐車場が急速に減少し、駐車場を利用していたJR利用者に不便をきたしている。

・第4次水巻町総合計画において、「人が輝き、安心して暮らせる町　みずまき-自然と文化につつまれて-」を将来像として、3つの基本理念を掲げ、その実現のために7つの基本方針を挙げている。
・7つの基本方針のうち「うるおいのある魅力的なまちづくり」の実現に向けた重要施策として「ＪＲ駅周辺開発による都市機能の充実」を掲げ、魅力ある市街地と都市景観の整備を目指している。
.

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福岡
フクオカ

県
ケン

遠賀
オンガ

郡
グン

水巻町
ミズマキマチ

頃末
コロスエ

南
ミナミ

地区
　　　チク

計画期間 交付期間 4

【大目標】駅周辺における、交通拠点としての機能充実と、安全性を高めるまちづくり
目標１：町の交通拠点として機能している水巻駅南口周付近の安全な都市基盤整備
目標2：路線バスや福祉バスの乗り入れを可能にし、交通拠点としての充実
目標3：駅利用の利便性向上による都市機能の充実

【経緯】
・第４次総合計画後期基本計画の基本方針の一つうるおいのあるまちづくりの中で主要施策として、駅周辺開発による都市機能の充実を土地利用の進展を踏まえながら検討するとしている。
・水巻駅は、北九州、及び福岡都市圏と本町を結ぶ重要な交通拠点であり、駅周辺の都市機能を充実することは、定住を促進する重要課題である。
・駅周辺の歩道を整備することで、駅周辺の利便性を高め、機能の的な都市基盤が整備される。
・平成26年度から平成27年度にかけて、JR水巻駅においては、バリアフリー化工事を行い、北側ホームにはスロープと多目的トイレ、南側ホームにはエレベータが設置された。
・長年、私有地を賃貸借し、狭小な駐輪場を連絡通路として、南口への入口につないでいたが、Ｈ27年、地権者との協議を繰り返し、駐輪場を含めた水巻町南口周辺の土地1685㎡を町有地とした。
【現況】
・水巻駅には、ﾊﾞｽの乗降場、タクシー会社、私設の駐車場、町営駐輪場、が位置し、各種交通手段の結節機能を有している。
・水巻駅の乗降者数は平成２６年度でおよそ160万人（約4,380人/日）となっている。水巻駅への入口は北側と南側の２箇所ある。北側は国道三号線からの距離が短く、充分な空間がとれない。
・水巻駅南口は平成７年に整備したが、駅前の土地は私有地で、月極駐車場として利用されていた。その一部を駐輪場として借地をし、利用していたが、接する道路は充分な広さは無く、交差点・踏切が近いことから、送迎車両と通過車両により混雑して
いる。
・平成30年度に健康増進施設予定地の整地（単独費）を行い、令和元年度以降に施設誘致を行う計画を進めている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

■基幹事業：道路（健康増進施設への歩道整備事業）

方針に合致する主要な事業
■整備方針１：ＪＲ水巻駅南口周辺の整備による安全性・利便性の向上
・駅南口広場を整備し送迎用車両の乗り入れ、路線バスの乗降場を設け、新たに駐車場を整備することで、駅利用者の安全性・利便性の向上を図る。
・接続する道路の歩道の拡幅により、通勤通学における自転車や歩行者の安全性を図る。

■基幹事業：地域生活基盤施設（駅前駐車場整備事業）

■整備方針２：交通拠点としての交通結節機能の充実
・南口広場を整備し、路線バス町運営の福祉バスを乗り入れすることで、利用者の利便性を向上させ、町の玄関口としての機能充実を図る。
・ＪＲ水巻駅の駅舎は従来北口であるが、北口付近は充分なスペースが確保できず、南口を結節点とした方が有効である。

■基幹事業：道路（水巻町南部地域への歩道整備事業）
　　　　　　　  ：道路（水巻駅への誘導路整備事業）
：道路（水巻駅南口前広場整備事業）

■整備方針３：健康増進を目的とした温浴施設への利用者を含めた通行者の安全性の確保
・水巻駅南側道路（頃末・二線）の歩道を拡幅整備し、施設の利用者を含めた水巻駅から南部地区への通行者の安全性を向上させる。
・歩道拡幅と合わせてバスカットを設置し、施設最寄りのバス停を新設する。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 水巻町 直 90ｍ 30 4 30 2 57.9 57.9 57.9 0 57.9 －

道路 水巻町 直 318ｍ 30 4 30 3 162.2 162.2 162.2 0 161.6 －

道路 水巻町 直 5,300㎡ 30 4 30 4 416.9 416.9 416.9 0 416.1 －

道路 水巻町 直 499㎡ 31 4 31 4 146.2 146.2 125.3 0 125.3 －

地域生活基盤施設 水巻町 直 3,300㎡ 30 4 30 4 112.6 112.6 112.6 0 28.2 －

合計 895.8 895.8 874.9 0 789.1 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 789.1
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
民間 7,718.43㎡ ○ R1 R11

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

入浴施設等活用事業 頃末南入浴施設

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

規模
（参考）事業期間

健康増進施設への誘導路整備事業

315.6 国費率 0.4

駅前駐車場整備事業

交付期間内事業期間

水巻町南部地域への交差点改良

水巻駅への誘導路整備事業

水巻駅南口前広場整備事業

事業箇所名 直／間

交付対象事業費 789.1 交付限度額

細項目
事業 事業主体

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域
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） 面積 20.6 ha 区域 福岡県遠賀郡水巻町頃末南三丁目

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

100ｍ



JR水巻駅の乗降客数 （　人　） 4,384 （　26年度） → 4,468 （R3年度）
路線バスの利用者数 （　人　） 61 （　26年度） → 82 （R3年度）

水巻駅南口利用ピーク時歩行者数 （　人　） 657 （　26年度） → 720 （R3年度）

　頃末
コロスエ

南
ミナミ

地区
チク

（福岡県
フクオカケン

遠賀郡
オンガグン

水巻町
ミズマキマチ

）　整備方針概要図

目標
駅周辺における、交通拠点としての機能充実と、安全性を高めるまち
づくり

代表的
な指標

基幹事業（地域生活基盤施設）

水巻駅南口前広場整備事業

基幹事業（道路）

水巻南部地域への交差点改良 関連事業（頃末南入浴施設）

入浴施設等活用事業

基幹事業（道路）

水巻駅への誘導路整備事業

100ｍ

基幹事業（道路）

健康増進施設への誘導路

整備事業

基幹事業（地域生活基盤施設）

駅前駐車場整備事業


